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浅間大滝

峠の茶屋

北軽井沢

鬼押出し

北陸新幹線

中軽井沢

上信越自動車道
碓氷軽井沢IC

軽井沢

54

特集：真田一族
◎ 乱世を生きる知恵と戦略
◎ 真田街道の山城
◎ 真田氏ゆかりの居城 沼田城
特集：「花燃ゆ」歴史を訪ねて
◎ 生糸交易で近代化に貢献した上州人

　 下村善太郎、中居屋重兵衛
◎ お客様紹介  サクラーレ福住 様
◎ 名瀑探訪  浅間大滝

初春号
２０１6 

初春号（第27号）２０１6 

雪景色の玉原高原 
〔写真提供：群馬県沼田市〕

アクセス
上信越道碓氷軽井沢ICから50分
国道146号の北軽井沢交差点から
県道54号線へ入り、
道なりに車で10分
（駐車場 あり）

浅間大滝

魚止めの滝

群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢

浅間大滝は幅2ｍ、高さ15ｍで、北軽井

沢周辺では最もスケールの大きい滝とい

われています。静かな山間に、滝の水音が

響き渡り、豪快な落水に魅了されます。ま

た、浅間大滝の下流5分程の場所にある

魚止めの滝は｢魚が登りきれないほどの

激しさ｣があるところから名付けられたと

いい、3段にわたる落差が特徴です。

A SAMAOTAK I

浅間大滝
名瀑探訪

A SAMAOTAK I

浅間大滝
名瀑探訪
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沼田城址の鐘楼
寛永11年（1634）2代城主真田信吉により造られ、沼田城の三の丸の楼に掛け時報として
使われた。真田氏改易後、平等寺の梵鐘になったが、明治32年沼田町役場（現在の市役
所）に鐘楼を建て昭和39年に取り壊されるまで沼田の時鐘として活躍した。沼田公園にあ
る鐘楼は昭和58年に再建されたもので、現在、本物の城鐘は中央公民館に展示してある。

本丸掘割跡
二の丸（野球場）から本丸の間に設けられ
た堀は、沼田城で最も大きな堀で、幅は約
24ｍ、石垣の高さは約６ｍだった。

旧生方家住宅
妻入、板葺の町家で、17世紀末頃の建築と推定され、東日本で最古
の町家造り建築物。国の重要文化財。内部は公開され、資料館に
なっている。

旧土岐家住宅洋館  
沼田藩主だった土岐家が居住していた洋館。大正13年（1924）
に建築され、大正時代特有の洋風建築。内部は公開され、資料
館になっている。国の登録有形文化財。

土岐家沼田藩邸復元模型
江戸時代後期～末期の沼田藩邸を再現したもの。旧土岐家住宅洋
館内に展示されている。

日
本
の
歴
史
公
園
百
選
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民に親しまれている沼田公園

観光案内所
沼田公園内にある観光案内所。
休憩スペースやお土産売り場がある。

沼田城址公園見取り図沼田城址公園見取り図

　
沼
田
は
北
関
東
の
要
衝
で
、重
要
な
軍
事
拠

点
と
し
て
上
杉
、武
田
、後
北
条
氏
な
ど
が
領
有

を
争
い
、天
正
八
年（
一
五
八
〇
）に
真
田
昌
幸

が
支
配
し
、天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）に
北
条

氏
が
滅
び
る
と
真
田
信
之（
信
幸
）が
沼
田
城
の

城
主
と
な
り
ま
し
た
。慶
長
二
年（
一
五
九
七
）

に
信
之
は
沼
田
城
の
大
改
修
に
着
手
、五
層
の

天
守
を
造
営
。五
層
の
天
守
閣
を
持
つ
城
は
、関

東
で
は
江
戸
城
と
沼
田
城
だ
け
だ
っ
た
と
い

わ
れ
、天
和
二
年（
一
六
八
二
）に
幕
府
の
命
令

で
破
却
さ
れ
る
ま
で
、沼
田
城
は
天
下
の
名
城

と
し
て
そ
の
威
容
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

NUMATA

真田信之が五層の天守閣を建造
（群馬県沼田市）

本丸跡の碑

真田氏時代の沼田城天守閣の模型

真田鉄砲隊の演武式

真田氏時代の沼田城

真田三代略年表

A. 平八石（沼田平八郎首石）
B. 村上鬼城句碑
C. 天狗堂
D. 御殿楼
E. 鐘楼
F. 金子刀水句碑
G. 沼田の歌歌碑
H. 英霊殿
I. 久米民之助像
J. 沼田小学校講堂記念体育館
K. 武道場
L. 旧土岐邸洋館
M. 旧生方家住宅（国重文）
N. 生方記念資料館
O. 生方たつゑ歌碑
P. 久米民之助頌歌碑
Q. 寿楽園碑
R. テニスコート
S. ゲートボール
T. 野球場
U. 子供遊園

A. 平八石（沼田平八郎首石）
B. 村上鬼城句碑
C. 天狗堂
D. 御殿楼
E. 鐘楼
F. 金子刀水句碑
G. 沼田の歌歌碑
H. 英霊殿
I. 久米民之助像
J. 沼田小学校講堂記念体育館
K. 武道場
L. 旧土岐邸洋館
M. 旧生方家住宅（国重文）
N. 生方記念資料館
O. 生方たつゑ歌碑
P. 久米民之助頌歌碑
Q. 寿楽園碑
R. テニスコート
S. ゲートボール
T. 野球場
U. 子供遊園天

文
10
年（
1
5
4
1
）
武
田
・
諏
訪
・
村
上
の
連
合
軍
、海
野
平
で
海
野
氏
を
破
る

天
文
14
年（
1
5
4
5
）
真
田
幸
隆
、こ
の
こ
ろ
武
田
信
玄
に
出
仕

天
文
19
年（
1
5
5
0
）
信
玄
、砥
石
城
を
攻
め
て
敗
退（
砥
石
崩
れ
）

天
文
20
年（
1
5
5
1
）
幸
隆
、独
力
で
砥
石
城
を
乗
っ
取
る
。真
田
の
本
領
を
回
復

天
文
22
年（
1
5
5
3
）
川
中
島
で
甲
越
両
軍
の
戦
い（
第
１
回
）

永
禄
4
年（
1
5
6
1
）
川
中
島
で
信
玄
・
謙
信
、激
戦

永
禄
7
年（
1
5
6
4
）
幸
隆
ほ
か
の
武
田
勢
、上
州
の
岩
下
城
、岩
櫃
城
を
攻
略

永
禄
10
年（
1
5
6
7
）
信
玄
、配
下
の
武
将
に
起
請
文
を
書
か
せ
る

天
正
元
年（
1
5
7
3
）
信
玄
、三
河
侵
攻
の
帰
途
に
信
州
駒
場
で
死
去

天
正
8
年（
1
5
8
0
）
昌
幸
、上
州
沼
田
城
攻
略

天
正
10
年（
1
5
8
2
）
武
田
家
滅
亡
。昌
幸
は
織
田
信
長
に
従
属

 

信
長
の
死
後
は
北
条
氏
に
、次
い
で
、徳
川
家
康
に
属
す
る

天
正
11
年（
1
5
8
3
）
昌
幸
、上
田
城
を
築
き
始
め
る

天
正
13
年（
1
5
8
5
）
昌
幸
、家
康
の
北
条
氏
へ
の
沼
田
城
明
け
渡
し
命
令
を

拒
否
、家
康
と
手
を
切
る
。

昌
幸
父
子
、大
挙
し
て
攻
め
る
徳
川
軍
を
撃
退（
第一次
上
田
合
戦
）

天
正
15
年（
1
5
8
7
）
昌
幸
、秀
吉
の
仲
介
で
家
康
の
配
下
と
な
る

天
正
17
年（
1
5
8
9
）
秀
吉
裁
決
で
沼
田
城
は
北
条
氏
に

 

真
田
に
残
さ
れ
た
名
胡
桃
城
が
北
条
の
猪
俣
邦
憲
に
奪
わ
れ
る

天
正
18
年（
1
5
9
0
）
秀
吉
、北
条
を
討
伐
。沼
田
城
は
真
田
に
復
す

真
田
父
子
も
参
戦

慶
長
3
年（
1
5
9
8
）
秀
吉
が
没
す
る

慶
長
5
年（
1
6
0
0
）
昌
幸
、幸
村
は
石
田
三
成
方
に
属
し
、犬
伏
の
陣
よ
り
上
田
城
に
戻
る

信
幸
は
徳
川
方
に
属
す
る
。昌
幸
ら
は
徳
川
秀
忠
の
大
軍
を

上
田
城
に
迎
え
討
ち
、釘
づ
け
に
す
る
。（
第
二
次
上
田
合
戦
）

関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
が
敗
れ
、昌
幸
、幸
村
は
高
野
山
に
配
流
と
な
る

慶
長
16
年（
1
6
1
1
）
九
度
山
で
昌
幸
病
没
、65
歳

慶
長
19
年（
1
6
1
4
）
幸
村
、豊
臣
方
の
挙
兵
に
応
じ
、九
度
山
を
発
ち
大
坂
城
に
入
る

真
田
丸
を
築
い
て
、徳
川
方
を
破
る（
大
坂
冬
の
陣
）

慶
長
20
年（
1
6
1
5
）
幸
村
、大
坂
夏
の
陣
で
家
康
の
本
陣
に
迫
る
奮
戦
の
後
、戦
死

大
阪
城
は
落
ち
豊
臣
氏
滅
ぶ

元
和
2
年（
1
6
1
6
）
信
之
、こ
の
こ
ろ
か
ら
上
田
の
統
治
に
専
念

元
和
8
年（
1
6
2
2
）
信
之
、上
田
か
ら
松
代
に
移
封

万
治
元
年（
1
6
5
8
）
信
之
、93
歳
で
没
す

沼田

月夜野

利根川

片品川

沼田城

沼田城址公園

上越線

中山城

名胡桃城

17

120

145

関越自動車道
上
越
新
幹
線
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生糸改所跡　
生糸の品質をチェックする施設
で、明治11年（1878）に完成したも
のの、５年後の大火で焼失した。

「花燃ゆ」 歴史を訪ねて前橋ガイド

中央前橋駅

JR両毛線

臨江閣

東照宮

前群馬県令
楫取君功徳之碑

群
馬
県
庁
初代市長
下村善太郎銅像

旧勝山社
煉瓦蔵（箸蔵）

前橋生糸
改所跡碑

萩
原
朔
太
郎
像

日本初の
器械製糸場の碑

群馬会館（群馬県衛生所跡）

萩原朔太郎
生家跡碑

前橋公園

龍海院

清光寺

前橋市役所

広瀬川美術館

前橋文学館

旧安田銀行担保倉庫

前橋残影の碑 交水堰
絹の橋

前橋本町
郵便局

中央イベント広場

前橋プラザ
元気21

前橋駅

銀行の担保物件として集められた生糸や繭の保管倉庫。高さ約１０ｍ、長
さは５４ｍ、煉瓦の積み方は長手だけの段と小口だけの段とを一段おき
に積む「イギリス積み」（富岡製糸場の繭倉庫は、長手と小口を交互に積
む「フランス積み」）。大正２年建設。国の登録有形文化財。ぐんま絹遺産。

交水堰（交水社の取水堰）
この堰が交水堰と呼ばれるのは、このすぐ下流にあった製糸工場「交
水社」に由来するとのこと。前橋の製糸会社は、前橋藩士が開設した
ものが多く、「交水社」もその一つ。明治10年（1877）広瀬組として
創立し、その一年後に「交水社」と社名を改称する。当初は、養蚕農
家から座繰り糸を集めて品質を検査し、良質の生糸を作る会社で、
その後、座繰製糸から器械製糸へ、そして養蚕農家を組合員とした
組合製糸所となる。

絹の橋
広瀬川に架かる橋の中に、交水
社の従業員が回り道せずに対岸
に渡れるように造った橋「絹の
橋」がある。平成8年（1996）改
修さた。交水社は、現在の市営城
東町駐車場の辺りにあり、県内
最大規模の製糸工場だったとい
うことだ。

　　「
県
都
前
橋
生
糸
の
町
」。
群
馬
県
の
偉
人

や
名
所
・
旧
跡
を
紹
介
す
る「
上
毛
か
る
た
」に

は
、前
橋
が
生
糸
で
繁
栄
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
生
糸
の
う
ち
前

橋
産
は
一
級
品
で
し
た
。元
治
元
年（
一
八
六

四
）の
イ
ギ
リ
ス
商
館
が
香
港
に
送
っ
た
資
料

に
よ
る
と
、前
橋
と
信
州
の
提
糸（
生
糸
を
俵

の
よ
う
な
形
に
複
雑
に
結
束
し
た
も
の
）は
八

王
子
、甲
州
、奥
州
産
よ
り
も
高
値
で
取
引
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。当
時
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
に
と
っ
て
、京
都
や
江
戸
の
地

名
は
知
ら
な
く
て
も
、前
橋
の
名
は
知
れ
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

　
上
州
は
明
治
十
年
代
ま
で
全
国
一
の
生
糸

生
産
地
で
、需
要
先
へ
出
荷
す
る
大
集
積
地
で

も
あ
っ
た
の
で
す
。当
時
の
養
蚕
業
は
家
内
工

業
が
中
心
で
、生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
商
人

が
生
糸
流
通
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。前
橋
で
活

動
す
る
商
人
の
中
で
傑
出
し
て
い
た
の
は
、下

村
善
太
郎
で
し
た
。生
糸
は
桐
生
な
ど
機
織
り

産
業
の
盛
ん
な
地
域
で
の
需
要
に
加
え
、安
政

六
年（
一
八
五
九
）の
横
浜
開
港
か
ら
は
主
要

な
輸
出
産
品
に
な
り
ま
し
た
。下
村
は
上
州
産

に
と
ど
ま
ら
ず
、奥
州
や
信
州
、武
州（
埼
玉
県

や
東
京
都
）か
ら
も
大
量
の
生
糸
を
買
い
集

め
、横
浜
港
の
商
人
に
売
り
渡
す
荷
主
商
人
と

し
て
成
功
を
収
め
ま
す
。下
村
は
生
糸
価
格
の

地
域
差
を
利
用
し
て
巨
利
を
あ
げ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。横
浜
の
生
糸
相
場
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
景
気
変
動
に
よ
っ
て
価
格
が
乱
高
下
し
、

そ
の
価
格
情
報
が
前
橋
に
到
達
す
る
ま
で
数

日
間
の
ず
れ
が
あ
り
ま
し
た
。幕
末
・
維
新
直

後
は
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）に
東
京̶

横
浜

間
に
電
信
が
開
通
し
た
も
の
の
、横
浜̶

前
橋

間
に
は
電
信
の
設
備
が
無
か
っ
た
の
で
、飛
脚

が
価
格
情
報
を
前
橋
に
届
け
て
い
た
の
で
す
。

下
村
は
横
浜
の
相
場
を
伝
達
す
る
飛
脚
よ
り

も
さ
ら
に
早
く
走
る
飛
脚
＝
早
飛
脚
を
使
い
、

一
日
早
く
横
浜
の
相
場
を
つ
か
ん
で
い
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、横
浜
で
価
格
が
上
が
っ
た

ら
、前
橋
の
産
地
相
場
が
そ
の
影
響
で
上
昇
す

る
前
日
に
大
量
の
生
糸
を
買
い
占
め
、利
益
を

上
げ
た
そ
う
で
す
。下
村
の
全
盛
期
が
明
治
九

年
頃
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
隆
盛
は
明

治
十
年（
一
八
七
七
）の
東
京̶

前
橋
間
の
電

信
開
通
と
無
縁
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
横
浜
港
の
主
要
な
輸
出
品
は
生
糸
と
茶
で

し
た
が
、生
糸
の
輸
出
金
額
は
万
延
元
年（
一

六
八
〇
）に
生
糸
の
比
率
は
66
％
だ
っ
た
の

が
、文
久
二
年（
一
八
六
二
）に
な
る
と
86
％
に

上
昇
し
た
そ
う
で
す
。輸
出
の
増
加
に
伴
い
、

生
糸
価
格
は
上
昇
の
一
途
を
た
ど
り
、安
政
三

年（
一
八
五
六
）か
ら
慶
應
三
年（
一
八
六
七
）

の
間
に
七
倍
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
下
村
ら
荷
主
商
人
に
加
え
、上
州
出
身
の
中

居
屋
重
兵
衛
の
よ
う
に
、横
浜
港
で
外
国
人
に
生

糸
を
売
却
す
る
商
人
＝
売
込
商
人
は
横
浜
に
店

を
構
え
外
国
人
相
手
の
商
売
を
展
開
し
ま
す
。

　
横
浜
が
開
港
し
た
安
政
六
年
頃
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
蚕
の
病
気
が
流
行
し
、生
糸
生
産
は
激

減
、そ
れ
に
加
え
て
主
要
産
出
国
の
中
国
は
内

乱
の
影
響
で
品
質
が
低
下
し
て
お
り
、そ
れ
に

比
べ
て
日
本
の
生
糸
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人

が
驚
く
ほ
ど
の
高
品
質
で
、彼
ら
は
競
う
よ
う

に
買
い
付
け
た
そ
う
で
す
。重
兵
衛
は
安
政
六

年（
一
八
五
九
）八
月
十
八
日
に
フ
ラ
ン
ス
人

の
ロ
ヘ
ル
に
一
分
銀
十
二
個
で
前
橋
の
提
糸

を
二
十
八
個
売
っ
た
の
が
、生
糸
を
提
糸
と
し

て
売
っ
た
最
初
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

提
糸
の
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
品
取
引
所

で
は「
マ
エ
バ
シ
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。

さ
げ
い
と

は
や
び
き
ゃ
く

（
参
考
資
料
・
み
や
ま
文
庫
101
号
149
号
）

前
橋
と
生
糸
の
歴
史

前橋藩は明治3年（1870）に
スイス人の技師を招き、洋式
製糸機械を導入、この地に 製
糸工場「前橋製糸所」を設立
した。 動力には 広瀬川の水
力が利用された。 この工場は
小規模ではあったが、「官営
富岡製糸場」の設立の2年前
のことであり、日本に於ける
最初の洋式機械製糸工場と
されている。前橋は 水が豊富
で繭の調達が容易であったこ
とから、数多くの製糸場が造
られ、前橋の繁栄を築いた。 

前橋残影の碑 広瀬川に架かる厩橋ぎわにあるこの碑は、生糸の町と
して発展した前橋市の礎となった繭と製糸を象徴したもので、前橋市で
は、広瀬川河畔の緑地化にあわせて記念碑を建てた。この碑には「相葉
有流」先生の前橋残影の句「繭ぐるま曳けばこぼるる天の川」と座繰り
をする女性が刻まれ、その脇には白御影石で造られた繭型の湧水があ
る大きな繭からは、清らかな水が流れ出て、それを「市の紋章」を象った
丸い台座が受け止めている。前橋市住吉町一丁目（国道１７号沿い）

うまやばし

日本初の
機械製糸場跡の碑

旧勝山社煉瓦蔵　
製糸業・織物業で栄えた勝山社
の倉庫として明治36年(1903)
に建造され、主に生糸の保管倉
庫として利用された。生糸の町
として栄えた前橋市の面影を
残す貴重なレンガ造の建造物。
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下村善太郎
SH

IM
O

M
U

RA
 ZEN

TA
RO

下村善太郎像　
前橋本町の小間物屋「三好善」の長男に生まれ、16歳で結婚し家業を継ぐが、前橋は藩主不在で博打が流行り、善太郎も
賭博や米相場に手を出し家業が傾く。23歳で再起を決意し妻の兄の紹介で八王子の糸屋を頼り、熨斗（のし）糸買から反
物、生繭へと商売を広げる。横浜開港を機に、中居屋重兵衛を通じて生糸貿易でも商才を発揮し、巨利を得る。父の死後
郷里に戻り、糸繭商として外国取引を開始。一躍前橋の大富豪となり、城の再築に出資した他、ひたすら前橋の発展を願
い、道路の開設修理、桃井小学校の新築、鉄道の前橋延長、臨江閣の建設、利根川の架橋、生糸の品質改善等、地域振興の
ために巨額の私財を投じる。県庁誘致では有志等と先頭に立ち、楫取県令と交渉。庁舎や官舎の準備等多額の寄付をし
ている。明治25年市制施行の際、推されて初代市長に就任したが、惜しくも翌年66歳で永眠。近代前橋建設の父として偉
大な精神と功績を慕われ、市民の手で二度、銅像が建立されている。善太郎は、前橋の名誉市民の第一号ともなっている。

旧
安
田
銀
行
担
保
倉
庫

特集「花燃ゆ」 歴史を訪ねて
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N
A
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A

IYA
 JU

BE

特集「花燃ゆ」 歴史を訪ねて
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特集「花燃ゆ」 歴史を訪ねて



１４

の
お
茶
の
間
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、演
芸
、イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
、１
階
売
店
で
同
法
人
で
運
営
す
る
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業「
パ
ン
工
房
ア
ル
モ
ニ
エ
」

の
地
元
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
パ
ン
の
販
売
な
ど
を

通
じ
て
、日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う

仕
掛
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
色

で
す
。地域交流スペースでの地元医療・介護情報交換会

町内クリーン作戦に利用者様と共に参加売店では長岡三古老人福祉会が運営する工房のパンも販売
サ
ク
ラ
ー
レ
福
住

【
施
設
概
要
】

施
設
名
称

高
齢
者
複
合
施
設
サ
ク
ラ
ー
レ
福
住

所
在
地

新
潟
県
長
岡
市
福
住
2
1
1‒

7

建
築
面
積

1
、9
1
3
㎡

 

延
床
面
積

8
、3
6
9
㎡

建
物
概
要

R
C
造 

地
上
5
階
、塔
屋
1
階

開
所
日

平
成
27
年
8
月

設
計
・
監
理

㈱
細
貝
建
築
事
務
所

施
工

越
後
交
通
工
業
㈱
・
㈱
ヤ
マ
ト

施
設
内

1
階
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、売
店
、憩
い
の
ベ
ン
チ

2
階
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
４０
室

3
・
4
階
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
８０
室

5
階
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
４
０
室

【
シ
ス
テ
ム
概
要
】ヤマ

ト
大
温
度
差
蓄
熱
空
調
シ
ス
テ
ム

空
調
熱
源

空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー

1
0
0
馬
力
相
当×

4
基

蓄
熱
槽

水
蓄
熱
槽
4
5
0
㎥

空
調
機

高
効
率
大
温
度
差
型
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

空
調
ポ
ン
プ
イ
ン
バ
ー
タ
ー
変
流
量
制
御
方
式

床
暖
房

温
水
方
式（
蓄
熱
槽
よ
り
供
給
）

遠
隔
監
視

ヤ
マ
ト
T
A
S
K
P
R
U
S

給
湯
設
備

蓄
熱
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機

（
業
務
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）20
馬
力×

5
基

貯
湯
槽

S
U
S
製
有
効
容
量
20
㎥

１５

併設する託児所こどもさくら苑園児の訪問




